在宅　様式3

実　習　記　録
	実習場所
	＊記号で表現（例：ＡＧ－１　）
	学籍番号
	

	実 習 日
	平成　　年　　　月　　　日（　　曜日）
	氏　　名
	

	実習目標

＊実習日（該当日）の実習内容を確認した上で、実際に学びたいことや実施したいことを在宅看護論実習目標・学習課題等を踏まえて実習目標（複数標記可：内容別に整理）として記述する。

＊実習目標は、実習施設の指示（実習開始前／朝礼時　等）に従い実習指導者へ伝える。

	訪問事例
	結果および学び

	＊本日訪問した事例を記入する。

＊事例については、様式9のアルファベットと同一の符号、年代、性別、疾患名、要介護等を右側の記載内容に応じて記入する。

　　　
	＊実習目標に関連する実習内容について、事実（観察した内容／看護行為）・判断（どのように考えたか）を本日の目標と関連づけて記述する。

＊可能な限りSOAP形式で記述する（少なくとも1事例はSOAP記述とする）。

＊実習目標以外でも学びがあった実習内容については記述する。



	カンファレンス
	[テーマ]
[内　容]



	実習全体の学び・気づき
	

	実習指導者の助言
	＊ 実習指導者の方の助言は、赤字で記入をお願いいたします。




· 翌朝、実習指導者に提出する。　　　　　　　　
九州看護福祉大学　看護学科

